
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ厳しい寒さの季節がやってきました。感染症の

流行や皮膚トラブル、冷えによる体調不良等が増えてきま

す。終業式まであと１９日。２学期の良い締めくくりができる

ように、体調を整えてくださいね          
愛媛県立今治南高等学校 保健室 ２０２５年１２月発行 

 世界レベルでのエイズのまん延防止と患者・感染者に対する差

別・偏見の解消を目的に、WHO（世界保健機関）が1988年に制

定したもので、毎年12月1日を中心に、世界各国でエイズに関す

る啓発活動が行われています。 

 今年のテーマは、「U=U 検出されない＝性感染しない」です。 

❔エイズって何？ 

🅰HIV（ヒト免疫不全ウイルス）に感

染（①性行為による感染②血液感染

③母子感染）することで、その後免疫

力が低下して様々な感染症が起きる病

気のこと。代表的な２３種類の感染症

にかかった場合、エイズ発症とされる。 

❔「感染したかも・・」

と思ったら？ 

🅰保健所では、無料・

匿名で検査を受けられ

ます。まずは、最寄りの

保健所をチェック☑ 

愛媛県 AIDS 

〇感染症を防ぐ 

ポイント 
★こまめに換気をする。 

★手洗い・マスクの着用をする。 

★加湿器などで適度な湿度を保つ。 

★十分な睡眠と食事をとる。 

 

冬に感染症が増える理由 
◇気温が低い 

・ウイルスが増えやすい。 

・人間の体温も下がるため、免疫機

能が低下する。 

◇空気の乾燥 

・ウイルスは空気中に長く漂う。 

・人間の体ものどや鼻の粘膜が乾く

ことで体のバリア機能が弱くなる。 

☆健康に過ごすために☆ 
★ウイルスを寄せ付けない 

・手洗い［こまめに・ていねいに］ 

・換気［部屋の 2か所を開けると◎］ 

・マスクの着用［正しくつける］ 

★免疫力を高める 

・食事［栄養バランスに注意］ 

・睡眠［量も質も確保］ 

・運動［意識して体を動かす］ 

★うつらない・うつさない 

・密回避［人混みは避ける］ 

・咳エチケット［腕やハンカチでおさえる］ 

・検温［体調が悪いと思ったら］ 

・休養［無理をしない］ 
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